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正誤表ならびに補足説明 (2022/07/23)

1. 7ページ，下から 1行目：座標近傍 (Uβ, φβ), (Uβ, φβ) →座標近傍 (Uα, φα), (Uβ, φβ)

2. 37ページ，命題 2.23の証明：
より正確には以下のようになる。
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n ↘ 1

とする。ここでwi = w′
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となる。以下、これを繰り返しw ∈ ⟨⟨s1, . . . , sk⟩⟩となることがわかる。

3. 80ページ，定理 4.19の証明の 2行目：F → S （2箇所）

4. 87ページ，図 5.3 (i), (ii)：∂αFi → ∂αFj，∂βFi → ∂βFj

5. 160ページ, 13行目：F 上に（自己交差をもつ）閉曲線→ F 上に（自己交差をもっ
てもかまわない）閉曲線

6. 195ページ，図 11.8：8の字結び目 Tp1,q1♯Tp2,q2 → 合成結び目 Tp1,q1♯Tp2,q2

7. 198ページ，定理 12.2：以下が成り立つ → 以下のいずれかが成り立つ

8. 206ページ，定義 12.19：S3 − intN(K ∪ c) → S3 −N(K ∪ c)

9. 209ページ，脚注 (6)：K(m)− c → S3 −K ∪ c （２カ所）

10. 224ページ，10行目：注意 2.20 → 命題 2.20

11. 237ページ，下から 4行目：3次元トポロジーまだまだ→ 3次元トポロジーはまだ
まだ

12. 239ページ，13行目：f∆T → fPT（２カ所）

13. 239ページ，下から 3行目：「絡み近傍は２次元であり」→ 「絡み近傍は２次元以
下であり」



14. 241ページ，下から 9行目の文末に以下の脚注を追加。
「Kの q–単体 σに対して，σを含むKのすべての単体の σと交わらないすべての
辺単体からなる単体的複体を Lk(σ;K)と表す。」

15. 253ページ，下から 5行目：Diff(M) → Diff(M)/ ∼
DIFF

16. 253ページ，下から 3行目：Diff(M,∂M) → Diff(M, ∂M)/ ∼
DIFF
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